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第Ⅰ章 調査の概要
１ 調査に至る経緯
佐渡は豊かな文化がはぐくまれた島であり、原始・古代の遺跡をはじめ金銀山遺跡や寺社建造物、民俗
芸能などが市内全域にわたって分布し、佐渡市内の国県市指定・選定・登録・選択文化財件数は平成 24
年３月１日の時点で 415 件を数え、新潟県内の文化財数の中でも特に高い割合を占めている。
このうち金銀山遺跡について、平成９年世界遺産登録を目指す運動が民間からおこり、行政機関でも金
銀山遺跡が多数存在する相川町を中心に世界遺産登録を施策に据え、調査・保護事業が行われることとな
った。平成 16 年３月には市町村合併が行われ新たに佐渡市が誕生し、佐渡市教育委員会生涯学習課に佐渡
金銀山室が設置された。
さらに、平成 18 年、文化庁は地方自治体に対し世界遺産暫定一覧表記載資産の公募を行い、佐渡市は新
潟県と共同で、「金と銀の島、佐渡－鉱山とその文化－」のコンセプトで提案書を文化庁へ提出した。
提案書では、相川・鶴子・新穂・西三川といった主要鉱山と共に、金銀山に関連する寺社建造物が世界
遺産の構成資産候補として位置づけられた。しかし、これまで、建造物の建築史的価値を明らかにするた
めの調査が行われておらず、その所在をはじめ、個々の建造物的特徴、保存状況、建築史的価値を明確に
する作業が急務とされてきた。
これを受け、平成 19 年度から西三川砂金山に関連する笹川集落の阿弥陀堂や、新穂銀山と関係の深い清
水寺および関係寺院の詳細調査を実施したが、これまで佐渡全体の寺院について建築史的な観点から悉皆
的に行った調査はなく、個別の建造物単体では十分な評価が困難であると判断されたことから、寺院建造
物の評価基準の策定および建築史的価値の高い建造物の抽出を目的とした悉皆調査を行う必要が生じた。
この様な状況を鑑み、佐渡市では平成 19 年度から平成 23 年度にかけて、佐渡市内に残る寺院建造物の
悉皆調査を実施した。
調査は佐渡島内の寺院建造物を悉皆的に調査し 2,165 棟のリストを作成すると共に、これらの中から建
築史的な価値が高いと評価された本堂、堂 125 棟について個別調査を行った。
本報告書はこの寺院建造物悉皆調査および個別調査の成果をまとめたものである。
２ 調査の目的と方法
Ａ 調査の目的
本調査は佐渡島内に現存する寺院建造物の悉皆調査を行い、佐渡における建造物の年代や宗旨による特
徴をまとめることを目的とする。
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Ｂ 調査の内容
前記の目的を達成するため、以下の調査を行った。
・既往の資料やその他の資料整理をし、調査候補物件のリスト作成（基礎資料調査）
・調査候補物件の所在と現状を把握するための現地悉皆調査（１次調査）
・上記詳細調査の指針を定めるため、造形の規範となる物件の事例詳細調査
・佐渡島内の寺院建造物の年代や宗旨による傾向と変遷を把握するため、１次調査の結果から建築史的
価値の高い寺院を抽出し、その中から特徴の残る建物の調査（本堂・堂調査）
以上の調査を行い、佐渡市における建造物の年代や宗旨による特徴をまとめた。
Ｃ 調査の体制
本調査は佐渡市世界遺産推進課が主体となり、必要な調査及び基礎資料の作成は株式会社グリーンシグ
マに委託した。
調査の内容については、佐渡金銀山遺跡調査委員会、佐渡市歴史文化遺産群保存活用検討委員会（金銀
山遺跡・建造物調査整備専門部会）、佐渡金銀山調査指導委員会（遺跡・建造物専門分野）および新潟県教
育庁文化行政課の指導・助言を取り入れて行うこととし、必要に応じて上記委員会の委員が調査に参加し、
内容を検証するものとした。
以下、関係者を示す。なお、役職欄の[ ]は在任期間を示すものとする。（以下敬称略、五十音順）
■事業者 ■佐渡金銀山遺跡調査委員会委員
佐渡市 [2005.8.1-2009.7.31]
　市長[2004.3-2012.4] 髙野宏一郎 佐渡伝統文化研究所長 石瀬佳弘
      [2012.4-] 甲斐元也 ㈶三井文庫社会経済史研究室 賀川隆行主任研究員
佐渡市教育委員会 元三菱マテリアル取締役 川北鎮雄
　教育長[2006.5-2010.5] 渡邉剛忠 新潟大学工学部准教授 黒野弘靖
      　[2010.5-2012.5] 臼杵國男 大阪市公文書館長 庄谷邦幸      　[2012.5-] 小林祐玄 (桃山学院大学名誉教授)
国立科学博物館理工学研究部 鈴木一義世界遺産・文化振興課[2007.4-2009.3] 主任研究官
世界遺産推進課[2009.4-] 元筑波大学教授 田中圭一
　課長[2008.4-2009.3] 高藤一郎平 株式会社ゴールデン佐渡取締役社長 永松武彦
　　　[2009.4-2011.3] 北村　亮 学校法人杉野学園理事長 中村賢二郎
　　　[2011.4-2012.3] 羽下三司 帝京大学文化財研究所長 萩原三雄
　　　[2012.4-] 髙橋則夫 立命館大学歴史都市防災研究センター 益田兼房　課長補佐[2007.4-2009.3] 齋藤義昭 教授
　　　　　[2009.4-] 濱野　浩 奈良文化財研究所上席研究員 村上　隆
　調査係長[2008.4-] 下谷　徹 佐渡市文化財保護審議会長 山本修巳
　　　主事[2007.4-2009.3] 若林篤男
　　　主任[2009.4-] 市橋哲史
　雇員[2010.10-] 八木千恵子
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Ｄ 調査の経過
■佐渡市歴史文化遺産群保存活用検討委員会 ■佐渡金銀山調査指導委員会
　金銀山遺跡・建造物調査整備専門部会委員 　遺跡・建造物専門分野委員
[2008.6.26-2010.6.25] [2010.8.10-]
佐渡学センター所長 石瀬佳弘 東北芸術工科大学芸術学部准教授 北野博司
長岡造形大学教授 木村　勉 長岡造形大学教授 木村　勉
新潟大学工学部准教授 黒野弘靖 新潟大学工学部准教授 黒野弘靖
国立科学博物館理工学研究部 鈴木一義 大阪市公文書館長 庄谷邦幸科学技術史グループ長 (桃山学院大学名誉教授)
元筑波大学教授 田中圭一 国立科学博物館理工学研究部 鈴木一義元東北芸術工科大学教授 田中哲雄 理工学第２研究室グループ長
株式会社ゴールデン佐渡取締役相談役 永松武彦 元東北芸術工科大学教授 田中哲雄
帝京大学文化財研究所長 萩原三雄 株式会社ゴールデン佐渡非常勤顧問 永松武彦
立命館大学歴史都市防災研究センター 益田兼房 学校法人杉野学園理事長 中村賢二郎教授 帝京大学文化財研究所長 萩原三雄
京都国立博物館保存修理指導室長 村上　隆 京都国立博物館学芸部長 村上　隆
■調査・基礎資料作成
株式会社グリーンシグマ
　代表取締役 平田敏彦 　建築設計室　技師 松田直子
　技術顧問 山崎完一 　建築工房　哉 西澤哉子
　建築設計室　室長 瀬戸　智 　風土研究室 早川知子
　　　　　　　技師 片柳友哉 　アトリエ縁 清水　徹
　　　　　　　技師 梅嶋　修
年　　度 経　　緯
平成19年 2007 阿弥陀堂（真野地区）１棟、清水寺（新穂地区）15棟の寺院建造物調査の調査を実施し、報告書を作成した。
平成20年 2008 金井、佐和田、相川（市街地）、真野、畑野（国中）、新穂、両津（市街地）地区 1,584棟の寺院建造物の悉皆調査を実施し、台帳を作成した。
平成21年 2009 小木、羽茂、赤泊、畑野（松ヶ崎）、両津（内海府、前浜）、相川（二見・外海府）地区 581棟の寺院建造物の悉皆調査を実施し、台帳を作成した。
平成22年 2010 調査の規範となる10棟の寺院建造物の詳細調査を実施し、報告書を作成した。
平成23年 2011
調査の規範となる２棟の寺院建造物の詳細調査を実施し、報告書を作成した。
平成19年～23年の調査成果を踏まえ、市内の特徴が残る寺院建造物125棟を抽出し、
詳細調査を実施し、報告書を作成した。
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